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竜
司
教
諭
は
今
回
の
活
動
に
つ
い
て
、
次
の

よ
う
に
話
す
。「
単
に
運
転
技
術
を
向
上
さ

せ
る
の
で
は
な
く
、
交
通
安
全
を
通
じ
て
道

徳
心
あ
る
社
会
人
を
育
て
た
い
と
い
う
ホ
ン

ダ
の
思
い
に
共
感
し
、
こ
の
活
動
に
参
加
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
教
職
員

だ
け
で
指
導
し
て
き
ま
し
た
が
、
ホ
ン
ダ
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
吸
収
す
る
こ
と
で
私
た
ち
も
新

た
な
刺
激
を
受
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

今
回
、
受
講
す
る
の
は
、
春
休
み
中
に
原

付
免
許
を
取
得
し
た
ば
か
り
の
新
２
年
生
27

名
。
最
初
は
講
堂
で
の
座
学
。
ホ
ン
ダ
の
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
、
安
全
運
転
は
自
分
だ

け
で
な
く
、
相
手
の
気
持
ち
に
な
っ
て
考
え

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
説
明
。
交
差

点
等
で
の
安
全
確
認
は
、
自
分
と
と
も
に
他

の
車
両
や
歩
行
者
の
安
全
を
確
保
す
る
と
い

う
「
思
い
や
り
」
の
意
味
が
あ
る
こ
と
を
伝

え
た
。
そ
し
て
、
日
常
点
検
の
目
的
と
項
目
、

二
輪
車
の
特
性
、
事
故
防
止
に
必
要
な
危
険

予
測
の
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
し
て
い
っ
た
。

続
い
て
、
そ
れ
ら
を
ふ
ま
え
、
屋
外
で
の

実
技
が
始
ま
る
。
ま
ず
、
生
徒
た
ち
に
先
ほ

ど
の
説
明
に
従
っ
て
、
自
分
の
原
付
を
点
検

し
て
も
ら
う
。
そ
の
後
、
と
っ
さ
の
時
に
も

適
切
な
操
作
が
で
き
る
よ
う
に
、
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
が
正
し
い
運
転
姿
勢
を
示
す
。
全

員
が
原
付
に
乗
車
し
、
そ
れ
を
実
際
に
体
験

し
た
。

こ
の
日
の
実
技
で
は
、「
走
る
・
曲
が

る
・
止
ま
る
」
の
中
で
も
、
最
も
難
し
い

「
止
ま
る
」
に
重
点
が
置
か
れ
た
。
一
人
ひ

と
り
30
㎞
／
h
で
コ
ー
ス
内
を
走
り
、
３
ヵ

所
に
設
定
さ
れ
た
停
止
線
の
直
前
で
止
ま
る

練
習
を
繰
り
返
す
。
前
後
の
ブ
レ
ー
キ
を
正

し
く
使
え
て
い
る
か
、
左
足
で
着
地
で
き
て

い
る
か
な
ど
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
チ
ェ

ッ
ク
し
て
い
く
。
ま
た
、
発
進
す
る
時
に
は

「
必
ず
右
後
方
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
」
と

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
声
を
か
け
る
。

次
は
、
交
差
点
で
の
サ
ン
キ
ュ
ウ
事
故
を

防
止
す
る
た
め
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
。
交
差

交通安全教育の潮流

活
動
を
行
い
、「
自
ら
の
安
全
は
自
ら
守
る
。

自
ら
の
学
校
の
安
全
は
自
分
た
ち
で
守
る
」

と
い
う
自
主
自
立
に
よ
る
意
識
向
上
を
図
る

こ
と
が
目
標
で
あ
る
。

そ
の
内
容
は
、
自
転
車
や
原
付
を
利
用
す

る
高
校
生
年
代
の
交
通
実
態
に
則
し
、
説
得

で
は
な
く
納
得
性
の
あ
る
教
育
と
し
て
、
危

険
を
安
全
に
体
験
す
る
参
加
体
験
型
の
実
践

教
育
を
柱
に
、
道
徳
的
な
教
育
（
感
受
性
教

育
）
も
加
え
て
、
真
の
交
通
安
全
教
育
に
取

り
組
む
も
の
で
あ
る
（
左
図
参
照
）。
そ
し

て
、
こ
の
活
動
は
熊
本
県
内
の
15
の
推
進
モ

デ
ル
校
で
既
に
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。

４
月
５
日
に
は
推
進
モ
デ
ル
校
の
熊
本
県

立
翔
陽
高
校
（
熊
本
県
大
津
町
）
で
、
本
田

技
研
工
業
（
株
）
安
全
運
転
普
及
本
部
熊
本

普
及
ブ
ロ
ッ
ク
に
よ
る
「
新
規
原
付
通
学
者

安
全
運
転
教
育
」
が
実
施
さ
れ
た
。

同
校
生
徒
指
導
部
交
通
安
全
担
当
の
馬
本

ホ
ン
ダ
で
は
高
校
生
に
対
し
て
、
交
通
安

全
教
育
を
通
じ
、
社
会
生
活
に
お
け
る
ル
ー

ル
や
マ
ナ
ー
、
人
へ
の
思
い
や
り
な
ど
道
徳

心
を
養
い
な
が
ら
豊
か
な
人
間
性
を
育
み
、

若
く
尊
い
命
を
守
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
高
校
生
が
安
全
運
転
に
関

す
る
知
識
や
意
識
を
持
ち
な
が
ら
、
命
の
大

切
さ
や
交
通
安
全
に
つ
い
て
主
体
的
に
考

え
、
自
ら
行
動
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
の

学
習
機
会
の
提
供
が
必
要
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
ホ
ン
ダ
は
今
年
４
月
よ
り
熊
本

県
、
熊
本
県
警
察
本
部
、
熊
本
県
教
育
委
員

会
の
協
力
の
も
と
、
新
た
な
高
校
生
交
通
安

全
教
育
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
当
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
今
号
か
ら
数
回
に
わ
た
っ
て
こ
の

活
動
の
詳
細
を
紹
介
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

こ
の
活
動
の
ベ
ー
ス
に
は
、「
人
を
思
い

や
る
心
を
持
つ
」
と
い
う
教
育
的
な
観
点
が

あ
る
。
そ
し
て
、
自
転
車
や
二
輪
車
（
原
付
）

の
運
転
時
に
お
け
る
交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ

ー
、
危
険
行
動
に
つ
い
て
、
高
校
生
が
実
技

体
験
や
グ
ル
ー
プ
討
議
を
通
じ
て
、
自
ら
が

考
え
、
自
ら
が
行
動
変
容
を
促
す
こ
と
を
ね

ら
い
と
し
て
い
る
。
将
来
的
に
は
、
高
校
生

自
ら
が
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
な
っ
て
校
内
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熊本県での高校生交通安全教育活動　連載：第1回

学校内での自主完結活動をめざすための第一歩★

自
ら
が
考
え
、自
ら
が

行
動
変
容
を
促
す

実
際
の
交
通
場
面
で
の

危
険
性
を
体
験
か
ら
学
ぶ

道
徳
心
あ
る
社
会
人
を

育
て
た
い
と
い
う

思
い
に
共
感

インストラクターが正しい運転姿勢を説明。
特に、足やひざが車体からはみ出さないよ
うに強調した

生徒は乗車前に各自でブレーキの効き具
合、タイヤの空気圧や溝の深さ、灯火類の
作動、燃料の量を確認

前後のブレーキの正しい操作方法を伝え、
短い距離で安定して止まれるように繰り返
し練習する

サンキュウ事故のケーススタディ。
対向車に見立てた四輪車の死角にい
る二輪車を確認して右折する

巻き込み事故のケーススタディで
は、四輪車の死角を生徒自身の目
で確認してもらう

発進時には右後方の安全確認を
する習慣を身につけてもらう

●活動の展開イメージ

●熊本県内の推進モデル校 ●教育内容

点
の
右
折
時
に
対
向
車
が
譲
っ
て
く
れ
て

も
、
焦
ら
ず
一
旦
停
止
し
、
対
向
車
の
死
角

か
ら
二
輪
車
や
自
転
車
等
が
直
進
し
て
こ
な

い
か
確
認
し
て
右
折
を
開
始
す
る
こ
と
を
生

徒
に
身
に
つ
け
て
も
ら
う
。

最
後
は
、
四
輪
車
の
巻
き
込
み
事
故
の
ケ

ー
ス
ス
タ
デ
ィ
。
四
輪
車
の
死
角
に
原
付
を

置
く
。
四
輪
車
の
運
転
席
に
生
徒
が
順
番
に

座
わ
り
、
ミ
ラ
ー
に
は
二
輪
車
が
映
ら
な
い

こ
と
を
確
か
め
る
。
死
角
に
入
っ
て
し
ま
う

と
、
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
見
落
と
さ
れ
、
巻
き

込
み
事
故
に
遭
う
危
険
が
あ
る
こ
と
を
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
伝
え
た
。

馬
本
教
諭
は
「
今
回
は
実
際
の
交
通
場
面

で
の
事
故
防
止
に
つ
な
が
る
指
導
な
ど
、
参

考
に
な
る
部
分
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
活
動
を
通
じ
て
、
私
た
ち
も
含
め
学
校

全
体
が
い
か
に
成
長
し
て
い
け
る
か
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
」
と
今
後
に
期
待
す
る
。

こ
の
よ
う
な
原
付
通
学
者
へ
の
安
全
運
転

教
育
だ
け
で
な
く
、
自
転
車
教
育
も
各
推
進

モ
デ
ル
校
で
始
ま
っ
て
い
る
。

天草高等学校

熊本高等学校

熊本工業高等学校

熊本西高等学校

翔陽高等学校

済々黌高等学校

第一高等学校

県立

私立

実技は、自転車や二輪車操作の難
しさ、運転にまつわる認知、判断
について学習し、普段の運転時に
起こる危険を安全に、わかりやす
く伝え、回避する方法を学ぶ。

事故の事例から交通事故の怖さ、
周囲への影響、事故に伴う責任の
重さについて学び、グループ討議
の手法を使い、自分の考え方や行
動を見直す事を学ぶ。

自転車教育

原付教育

感受性教育

自転車実技
＋
座学

二輪車実技
＋
座学

交通安全座学
開新高等学校

東海大学付属熊本星翔高等学校

1

2

3

4

5
6

※各高校の状況に合わせ、上記の内容を学校内で完結できるようにする※2012年6月現在

必要なスキル 

交通社会人 

体験を通して感じ る （ 実技 ） 責任を感じ る （ 座学 ） 

人を思いやる心を持つ 

手法 

ベース 

進め方 

学校内自主完結活動 

運転能力…車両操作・回避行動 
運転知識…危険予測・事故分析 
一般知識…法規・責任の範囲 

・周囲の人への思いやる心 
・人に迷惑をかけない 
・責任をしっかり自覚する 

STEP 1
Hondaによる活動 

STEP 2
高校 と Hondaとの活動 

STEP 3
高校での自主活動 

※現在 、 STEP １を推進中 

第二高等学校

多良木高等学校

東稜高等学校

御船高等学校

八代東高等学校

湧心館高等学校


